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昔ながらの炭焼き作業を家族で体験(２月11日、河辺鵜養の「木炭の郷」で)

８ 市役所からお知らせ　

市長コラム・日々初心「しあわせって」７

24 ４月８日(日)は春の全市一斉清掃

２
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毎月第１・第３金曜日発行

３月２日号
平成24年

NO.1764

2012

上下水道の広場　住民異動の手続き

14 育児　福祉医療費の申請を 健康

家庭系ごみの排出量

エコアちゃんの

ごみ減量速報
環境都市推進課☎(866)2943

(資源化物を除く)

ごみ有料化説明会
を

開催中です。ぜひ
ご

参加を！日程は９ペ
ージ保存版 津波が来たら

避難場所・避難ビルへ！

19 市民農園の利用者募集 大森山動物園が春の開園

市民の生活情報誌



引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
！

◆
連
絡
先

上
下
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎(

８
２
３)

８
４
３
１

◆
受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

使
用
を
開
始
す
る
と
き

次
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
で
手
続
き
　

使
用
を
中
止
す
る
と
き

＊
市
内
で
引
っ
越
し
す
る
場
合
は
、
引
っ
越
し
先
の
使
用
開
始

も
同
時
に
手
続
き
で
き
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

●
お
客
さ
ま
番
号
…
「
水
道
使
用
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」
か

「
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
住
所(

ア
パ
ー
ト
名
・
部
屋
番
号
も)

●
氏
名(

水
道
使
用
者
名)

●
電
話
番
号(

引
っ
越
し
先
ま
た
は
携
帯
電
話)

●
引
っ
越
し
日(

使
用
中
止
日)

●
引
っ
越
し
先
の
住
所

＊
ア
パ
ー
ト
や
貸
家
な
ど
の
玄
関
、
ポ
ス
ト
に
あ
る
「
口
座
振

替
申
込
書
」
で
も
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要

事
項
を
書
い
て
返
信
用
封
筒
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

＊
入
居
し
た
と
き
に
水
が
出
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
抜

き
栓
を
操
作
し
て
も
水
が
出
な
い
場
合
は
上
下
水
道
局
お
客

様
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎(

８
２
３)

８
４
３
１

●
住
所(

ア
パ
ー
ト
名
・
部
屋
番
号
も)

●
氏
名(

水
道
使
用
者
名)

●
電
話
番
号(

引
っ
越
し
先
ま
た
は
携
帯
電
話)

●
引
っ
越
し
日(

使
用
開
始
日)

３
月
、
４
月
は
転
入
や
転
出
の

時
期
で
す
。
水
道
の
使
用
中
止
・

開
始
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。

大
変
混
み
合
う
時
期
で
す
の

で
、
引
っ
越
し
の
一
週
間
前
ま
で

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

使
用
中
止
・
開
始
の
手
続
き
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
上
下
水
道
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/w
s/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

手
続
き
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こ
ん
な
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
か
た
が

引
っ
越
し
を
す
る
と
き

●
届
け
出
を
し
て
い
る
水
道
の
使
用
者
や
共
同
住
宅
な
ど
の
所
有
者
が
変
わ
っ

た
と
き

●
家
屋
の
解
体
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
や
め
る
と
き

●
長
期
出
張
、
旅
行
、
入
院
な
ど
で
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き

●
水
道
の
使
用
を
休
止
し
て
い
る
住
宅
を
清
掃
な
ど
で
一
時
的
に
使
用
す
る
と
き

●
市
内
で
引
っ
越
し
す
る
か
た
で
振
替
口
座
の
変
更
が
な
い
か
た
は
、
お
申
し

出
い
た
だ
け
れ
ば
引
っ
越
し
先
で
も
継
続
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
引
っ
越
し
に
伴
っ
て
振
替
口
座
を
解
約
す
る
場
合
は
、
金
融
機
関
か
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
い
ず
れ
も
引
っ
越
し
手
続
き
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆「上下水道の広場」では、みなさま
からのご意見、ご感想、ご質問な
どをお待ちしています。

井
戸
水
や
沢
水
な
ど
、
水
道
水
以
外
の
水
を
使
用
し
、
そ
の
排
水
を

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
、
市
が
設
置
し
た
浄
化
槽
へ
流
す
場
合

は
、
下
水
道
使
用
料
、
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
、
個
別
排
水
処
理

施
設
使
用
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
水
道
水
以
外
の
水
の
使
用
を
開
始
ま
た
は
中
止
す
る
場

合
は
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
、
水
道
水
以
外
の
水
を
使
用
し
て
い
て
、
ま
だ
届
け
出

を
し
て
い
な
い
か
た
は
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー
☎(

８
２
３)

８
４
３
１

水
道
水
以
外
の
水
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
の

下
水
道
使
用
料
な
ど

水
道
料
金
な
ど
の
お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

水
道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
は
簡
単
で
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
預
金
通
帳
と
通
帳
印
を
お
持
ち

に
な
り
、
取
扱
金
融
機
関
か
上
下
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー(

川
尻
み
よ
し
町
14

ｌ
８)
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
か
た
は
、
２
か
月
ご
と
の
支
払
い
を
「
毎
月
支
払
い

(

メ
ー
タ
ー
検
針
は
２
か
月
ご
と)

」
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
毎

月
支
払
い
を
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
２
回
続
け
て
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
と

き
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
は
こ
ち
ら
…
上
下
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー
☎(

８
２
３)

８
４
３
１

http://www.city.akita.akita.jp/city/ws/

〒010-0945 川尻みよし町14-8
上下水道局総務課経営企画係

☎(823)8434 ファクス(824)7414
Ｅメール ro-wtmn@city.akita.akita.jp

◆上下水道局ホームページで水道と下水道に
関するさまざまな情報を見ることができま
す。どうぞご利用ください。

ご意見などはこちらへどうぞ

上下水道局ホームページ
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〒
０
１
０-

１
６
５
２
　
豊
岩
豊
巻
字
上
野
１
６
４

上
下
水
道
局
浄
水
課
水
質
管
理
室

☎(

８
２
８)

１
４
５
１

フ
ァ
ク
ス(

８
２
８)

６
２
９
１

Ｅ
メ
ー
ルro

-w
ttp
@
city.akita.akita.jp

上
下
水
道
局
で
は
、
水
道
水
の
「
色
」「
濁
り
」

「
消
毒
の
残
留
効
果
」
を
40
地
点
で
毎
日
検
査
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
面
や
使
い
や
す
さ
に
影
響

が
な
い
よ
う
「
一
般
細
菌
」「
大
腸
菌
」「
硬
度
」

「
味
」
な
ど
の
水
質
基
準
項
目(

50
項
目)

を
、
24
地

点
で
年
４
回
〜
12
回
検
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
み
な
さ
ま
の
関
心
が
高
い
「
農
薬

(

102
物
質)

」
や
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」
ほ
か
26
項
目
を

定
期
的
に
検
査
し
、
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
水
道
水
だ
け
で
な
く
、
水
源
と
な
る
河

川
水
や
地
下
水
な
ど
も
水
道
水
に
準
じ
て
検
査
し
、

水
道
水
の
品
質
が
一
定
に
な
る
よ
う
に
浄
水
場
で

処
理
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
質
検
査
に
よ
り
水
質
基
準
を
満

た
す
こ
と
、
そ
の
他
の
項
目
に
問
題
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
上
で
、
み
な
さ
ま
に
水
道
水
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
お
飲
み
く
だ
さ
い
。

◆
検
査
の
内
容

◆
水
質
の
検
査
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

お
客
さ
ま
に
、
よ
り
安
心
し
て
水
道
水
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
水
源
か
ら
浄
水
場
、
そ
し
て
各

家
庭
の
じ
ゃ
口
の
水
に
至
る
ま
で
、「
ど
の
よ
う
な

項
目
を
」「
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
」「
ど
の
地
点
で
」

検
査
す
る
か
な
ど
を
毎
年
計
画
に
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
水
質
検
査
計
画
と
月
別
の
水
質
検
査
結
果

(

速
報
値)

や
水
質
年
報(

検
査
結
果
の
ま
と
め)

は
、
上

下
水
道
局(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も)

や
市
役
所
１
階
の

資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
今
後
の
水
質
検
査
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
水
質
検
査
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
を
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
水
中
の
放
射
性
物
質
測
定

秋
田
県
健
康
環
境
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成
23
年
３

月
18
日
か
ら
水
道
水
中
の
放
射
性
物
質
を
測
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平
成
23
年
３
月
22
日
か

ら
同
４
月
１
日
ま
で
の
期
間
、
わ
ず
か
に
放
射
性

ヨ
ウ
素
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
微
量
で
あ
り
健

康
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
23
年
４
月
２
日
以
降
は
検
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

宅
地
内
で
漏
水
が
発
生
す
る
と
、
漏
水
し
た

水
量
分
の
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
原
則

と
し
て
お
客
さ
ま
の
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
漏
水
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

宅
地
内
の
漏
水
点
検
は

定
期
的
に
！

①
屋
内
・
屋
外
の
す
べ
て
の
じ
ゃ
口
を
閉
め
る

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
部
分
が
回
転

し
て
い
る
か
確
認
す
る

漏
水
の
確
認
方
法

じ
ゃ
口
を
閉
め
て
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転

し
て
い
る
場
合
は
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
な
く
て
も

「
最
近
、
水
道
料
金
が
増
え
た
」
な
ど
、
不

安
を
感
じ
た
ら
上
下
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎(

８
２
３)

８
４
３
１

パイロット

水
道
水
の
水
質
の
検
査

水
道
水
の
水
質
の
検
査

水
道
水
の
水
質
の
検
査
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雄和地域に新しい
水道施設ができます
雄和浄水場と清水木浄水場は、設備の老朽化などのた

め、雄物川や井戸水が急激に水質悪化した場合に安全
な水をつくることが難しい状態になりつつありました。
上下水道局では、両浄水場の替わりに「雄和ポンプ場」

などの送水施設を３月までに整備(稼働予定は３月下
旬)して、仁井田浄水場でつくる安全で安心な水を雄和
地域全域のお客さまに供給します。

●仁井田浄水場から清水木ポンプ場まで水を送るため、
延長約24㌔にわたり、地震に強い送水管を整備しま
した。

●仁井田浄水場から水を送られた雄和ポンプ場では、
平尾鳥配水池と高区配水池、清水木ポンプ場に水を
圧送します。

●現在、雄和浄水場と清水木浄水場の水を使用されて
いるお客さまには、送水施設の稼働後は仁井田浄水
場でつくる水をお届けします。これまでと同じ水質
基準を満たし、適正に水質管理された安全な水です。

●送水施設の稼働後は、雄和地域のおもな水道施設を
仁井田浄水場で遠隔監視(24時間)します。これによ
り、施設に異常があっても迅速な対応ができるよう
になります。また、故障に備えて予備のポンプを用
意しているほか、停電時でも送水できるように自家
発電設備を設置します。

雄和ポンプ場(雄和浄水場敷地内)

水をつくる浄水場は変わりますが
水質の安全性は変わりません

雄和ポンプ場が３月に完成

送水ルート図

★雄和地域の新しい水道施設に関するお問い合わせやご意見は下記へどうぞ。
上下水道局水道建設課 ☎(823)8435 ファクス（862)9060

Ｅメール ro-wtcs@city.akita.akita.jp

雄和椿川、平沢、下黒瀬、芝野新田、
田草川地区には以前から仁井田浄水場の
水を供給しています。
今後は、雄和地域すべてが仁井田浄水

場の水になります。

新たな送水施設

万一への備え

広報あきた 平成24年３月２日号05



●
転
入
・
転
出
・
転
居
届
の
手
続
き
の
と
き
に
、

届
け
出
に
来
た
か
た
の
本
人
確
認
を
し
て
い

ま
す
。
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

●
次
の
①
〜
③
以
外
の
か
た
が
届
け
出
す
る
と

き
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

①
本
人
　
②
本
人
と
同
一
世
帯
の
か
た

③
法
定
代
理
人

住
民
異
動
の

手
続
き
を

忘
れ
ず
に

住
民
票(

写
し)

、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
、
戸
籍
証
明
書
を
発
行
す
る
自
動
交
付
機

の
交
付
手
数
料
を
４
月
か
ら
１
通
に
つ
き
100
円
値
下
げ

し
ま
す
。
自
動
交
付
機
の
利
用
に
は
「
あ
き
た
市
民
カ

ー
ド
」
が
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
も
便
利
で
お
得
な
あ

き
た
市
民
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

カ
ー
ド
の
申
請
▼
秋
田
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
15
歳

以
上
の
か
た
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
時
に
使
う
暗

証
番
号
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
身
分
を
証
明
す
る
も
の(

運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど)

、
従
来
の
印
鑑
登
録
証

(

お
持
ち
の
か
た)

、
新
た
に
印
鑑
登
録
す
る
か
た
は
登

録
す
る
印
鑑

申
請
窓
口
▼
市
民
課
、
北
部
・
西
部
・
河
辺
・
雄
和
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
岩
見
三
内
連
絡
所
、
大
正
寺
連
絡
所

手
数
料
▼
従
来
の
印
鑑
登
録
証
と
取
り
替
え
る
場
合
は

無
料
で
す
。
新
た
に
印
鑑
登
録
す
る
場
合
は
300
円
で
す

作
り
ま
せ
ん
か

あ
き
た
市
民
カ
ー
ド

自
動
交
付
機
は
市
役
所
正
面
玄
関
横
、
北
部
・
西
部

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
秋
田
テ
ル
サ

(

御
所
野)

に
設
置
し
て
い

ま
す
。
交
付
機
は
土
・
日
、

祝
日
も
利
用
で
き
ま
す
。

自
動
交
付
機
は
市
内
５
か
所
に
あ
り
ま
す

市
民
課
住
民
記
録
担
当
☎(

８
６
６)

２
０
１
８

転
勤
・
進
学
な
ど
で

引
っ
越
し
す
る
と
き
は

便
利
。
お
得
。
窓
口
よ
り

待
ち
時
間
が
短
い

★
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

３
月
中
旬
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
、
特
に
月

曜
日
な
ど
休
日
明
け
の
日
や
３
月
末
は
窓
口

が
た
い
へ
ん
混
み
合
い
、
１
時
間
以
上
お
待

た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
、
幸
せ
の

ち
か
ら
、
幸
せ
の
カ
タ
チ
…
。
思
い
付

い
た
「
し
あ
わ
せ
」
で
始
ま
る
映
画
の

タ
イ
ト
ル
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
今
頃

ア
メ
リ
カ
は
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
季
節
で

す
が
、
何
年
か
前
の
受
賞
作
に
「
し
あ

わ
せ
の
隠
れ
場
所
」
と
い
う
の
も
あ
り

ま
し
た
。
す
ぐ
そ
ば
に
幸
せ
が
あ
っ
て

も
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
幸
せ
は
自
分
で
見
つ

け
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
れ
だ
け
タ
イ

ト
ル
に
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
私
た

ち
に
と
っ
て
「
幸
せ
」
と
い
う
こ
と
が

い
か
に
大
切
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昨
年
の
暮
れ
に
か
け
て
、
幸
せ
を
考

え
る
上
で
興
味
深
い
３
つ
の
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
内
閣
府
が

経
済
的
な
指
標
と
は
違
っ
た
幸
福
度
の

指
標
の
試
案
を
ま
と
め
た
こ
と
で
す
。

経
済
社
会
状
況
、
心
身
の
健
康
、
家
族

や
社
会
と
の
関
係
性
の
３
つ
を
柱
に
132

の
指
標
を
示
し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、

法
政
大
学
大
学
院
の
坂
本
光
司
教
授
が

発
表
し
た
47
都
道
府
県
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ
。「
生
活
・
家
族
」「
労
働
・
企
業
」

「
安
全
・
安
心
」「
医
療
・
健
康
」
の
４

部
門
に
お
い
て
40
の
指
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
双
方
と
も
幸
福
度
を
数
値
化

し
た
も
の
で
、
家
族
や
健
康
、
自
由
時

間
な
ど
に
も
配
慮
さ
れ
、
そ
れ
な
り
に

参
考
と
な
る
指
標
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
そ
れ
ぞ

れ
が
多
様
な
価
値
観
を
持
ち
、
幸
せ
の

物
差
し
が
違
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ

の
数
値
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
も
な
い

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
私
が
興
味
深
く
感
じ
た

の
は
、
国
民
総
幸
福
量(

経
済
的
・
物

質
的
な
豊
か
さ
よ
り
も
心
理
的
な
幸
福

や
環
境
、
時
間
の
使
い
方
な
ど
を
重
視

す
る
考
え
方)

を
取
り
入
れ
て
い
る
ブ

ー
タ
ン
王
国
の
ジ
グ
ミ
・
ケ
サ
ル
・
ナ

ム
ギ
ャ
ル
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
夫
妻
が

来
日
し
た
際
の
立
ち
居
振
る
舞
い
で

す
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
の
で

す
が
、
凛り

ん

と
し
た
中
に
も
常
に
ほ
ほ
笑

み
を
た
た
え
た
柔
和
な
表
情
、
話
し
か

け
る
と
き
の
慈

い
つ
く

し
み
に
満
ち
た
ま
な
ざ

し
、
そ
れ
で
い
て
な
ぜ
か
懐
か
し
い
よ

う
な
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
空
気
。
ブ
ー
タ

ン
か
ら
き
た
国
王
夫
妻
の
身
の
こ
な
し

は
「
人
間
に
と
っ
て
の
真
の
豊
か
さ
や

幸
せ
」
を
、
ど
の
数
字
よ
り
も
雄
弁
に

物
語
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
。

地
震
と
津
波
と
原
発
事
故
は
家
庭
や
学

校
、
そ
し
て
職
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸

せ
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
い
去
っ
て
い
き

ま
し
た
。
あ
の
日
か
ら
ま
も
な
く
１
年

で
す
。少
し
は
幸
せ
が
戻
っ
て
き
た
人
、

一
方
で
ま
だ
ま
だ
幸
せ
に
ほ
ど
遠
い
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
１
日
も
早
く
「
し

あ
わ
せ
の
隠
れ
場
所
」
を
見
つ
け
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

し
あ
わ
せ
っ
て

◆秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の内容などをお伝えしています。
「市長ほっとコーナー」http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

市長コラム・日々初心

市長●穂積 志
２月９日、園芸振興の推進に関する協定を、新あきた
農業協同組合、秋印秋田中央青果(株)、丸果秋田県
青果(株)、秋田生花(株)と結びました。互いに連携・
協力して野菜・花き農家を支援していきます。

広報あきた 平成24年３月２日号07

子どもたちの笑顔の奥にもきっと幸せが…。



平
成
24
年
度
分(

平
成
23
年
１
月
〜
12
月

の
所
得
に
か
か
る
も
の)

の
市
民
税
・
県
民
税

の
申
告
の
受
け
付
け
は
３
月
15
日
(木)
ま
で
で

す
。
申
告
会
場
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
あ
き

た
２
月
３
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
受
付
期

間
終
了
間
際
に
な
る
と
会
場
が
混
み
合
い
ま

す
。
申
告
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

お
住
ま
い
の
地
区
の
指
定
日
に
申
告
で
き

な
か
っ
た
か
た
は
次
の
会
場
で
ど
う
ぞ
。

市
役
所
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階
第
２
研
修

室
▼
３
月
15
日
(木)
ま
で
の
平
日
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
　

河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▼
３
月
９
日

(金)
か
ら
15
日
(木)
ま
で
の
平
日
、
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

＊
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
400
万
円
以

下
で
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
か
た

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
不
要(

還
付

申
告
を
除
く)

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
控
除(

医
療
費
・
生
命
保
険
料
・

寡
婦
な
ど)

が
あ
る
か
た
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
税
金
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ市

民
税
課
☎(

８
６
６)

２
０
５
５

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
で
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
か
た
に

全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車
し
た
い
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
が
あ
る
か
た
は
、
３
月
30
日
(金)

ま
で
に
廃
車
の
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
降
に
申
告
し
た
場
合
は
１
年
分

の
税
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
申
告
に
必
要
な
も
の
は
事
前
に
各
受
付

場
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
車
申
告
の
受
付
場
所

原
動
機
付
自
転
車(

125
cc
以
下
の
バ
イ
ク)

、

小
型
特
殊
自
動
車(

農
耕
作
業
用
を
含
む)

▼

市
民
税
課
税
制
担
当(

13
番
窓
口)

、
河
辺
・

雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

＊
問
い
合
わ
せ
は
市
民
税
課
税
制
担
当
へ
。

☎(

８
６
６)

８
９
４
４

四
輪
の
軽
自
動
車
、
軽
二
輪
車(

125
cc
超
250
cc

以
下
の
バ
イ
ク)
▼
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会

☎(

８
９
６)

６
８
１
１

二
輪
の
小
型
自
動
車(
250
cc
超
の
バ
イ
ク)

▼
秋
田
運
輸
支
局

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
２

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
住
ま
い
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事(

車
い
す
ス
ロ
ー
プ
や

手
す
り
設
置
、
段
差
解
消
、
断
熱
な
ど)

に

補
助
し
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

事
業
主
体
代
表
の
㈱
小
野
建
築
研
究
所(

☎

(

８
８
８)

４
５
５
１)

ま
た
は
秋
田
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー(

☎(

８
６
２)

８
１
１
４)

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者(

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
か
た)

①
要
介
護
認
定
、
要
支
援
認
定
ま
た
は
障
害

者
等
級
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

②
①
に
準
ず
る
か
た
で
、
身
体
に
機
能
障
害

や
機
能
低
下
が
あ
り
、
継
続
し
て
移
動
な
ど

に
困
難
が
伴
う
と
医
師
が
認
め
る
か
た

補
助
期
間
・
戸
数
　
平
成
24
年
度
10
戸
、
平

成
25
年
度
10
戸

補
助
額
　
補
助
基
準
で
算
定
し
た
工
事
費
の

２
分
の
１(

１
戸
あ
た
り
200
万
円
が
上
限
。

工
事
費
に
は
介
護
保
険
な
ど
の
給
付
対
象
額

は
含
み
ま
せ
ん
。
な
お
、
住
宅
用
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
と
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん)

秋
田
市
の
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
は
、
こ
れ

ま
で
「
成
人
の
日
」
に
開
催
し
て
い
ま
し
た

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口 24.２.１現在

●人口／323,001人(-179）

●男／152,090人(-46)

●女／170,911人(-133)

１月分 ・出生 185人

・死亡 309人

・転入 396人

・転出 451人

（）内は前月比

●世帯／135,652世帯(＋34)

１
市
・
県
民
税
の
申
告
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

２
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の

廃
車
申
告
は
３
月
中
に

来
年
度
は
１
月
13
日
(日)
開
催

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
は

成
人
の
日
の
前
日
開
催

４
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
を
補
助

３

国民健康保険税
第９期の納付期限は
４月２日(月)です
市税の納付は、便利な

口座振替(引き落とし日は
納付期限の日です)をご利
用ください。

国保年金課☎(866)2189
納税課☎(866)2059

問い合わせ

訂正とおわび 広報あきた１月20日号５ページ「あきたファーマーズアワード」の記事中、ファームランド部門の
山岡市男さんを「耕友ファームの代表」と書きましたが、正しくは「耕友ファームの一員」です。訂正しておわび
します。農業委員会事務局☎(866)2270
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が
、
平
成
24
年
度
以
降
は
「
成
人
の
日
の
前

日
」
に
開
催
し
ま
す
。
次
回
の
「
新
成
人
の

つ
ど
い
」
は
平
成
25
年
１
月
13
日
(日)
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

☎(

８
６
６)

２
２
４
５

雄
和
農
林
漁
家
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
「
耕
心

苑
」(

雄
和
神
ヶ
村)

は
３
月
31
日
(土)
で
閉
館

し
ま
す(

閉
館
準
備
の
た
め
３
月
26
日
(月)
か

ら
休
館
し
ま
す)

。
こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

介
護
・
高
齢
福
祉
課

☎(

８
６
６)

２
０
９
５

１
枚
の
図
書
カ
ー
ド
で
各
市
立
図
書
館

(

イ
ソ
ッ
プ
号
を
含
む)

か
ら
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
本
が
、「
５
冊
」
か
ら
「
７
冊
」
に

増
え
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館
明
徳
館
・
移
動
図
書
館
イ
ソ
ッ

プ
号
☎(

８
３
２)

９
２
２
０

明
徳
館
河
辺
分
館
☎(

８
８
１)

１
２
０
２

土
崎
図
書
館
☎(

８
４
５)

０
５
７
２

新
屋
図
書
館
☎(

８
２
８)

４
２
１
５

雄
和
図
書
館
☎(

８
８
６)

２
８
５
３

フ
ォ
ン
テ
文
庫
☎(

８
９
３)

６
１
６
７
　

６
５
冊
か
ら
７
冊
に

市
立
図
書
館
の
貸
出

冊
数
が
増
え
ま
し
た

雄
和
農
林
漁
家
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
が
閉
館

５

問
い
合
わ
せ

農業委員会事務局☎(866)2270
河辺市民サービスセンター☎(882)5161
雄和市民サービスセンター☎(886)5545

農業委員会では、平成24年度の農作業を受託・
委託する際の「農作業標準受委託料」を下表のとおり設
定しました。この料金は通常の10㌃区画のほ場条件を
もとに算定したものです。あくまでも目安ですので、
料金設定の際は下表を参考に地域の実情に合わせて決
めてください。労働時間は原則として１日８時間で、
「まかない」やその他の現物支給は含まず、委託者が補
助的な作業をしないものとします。

※50㌃区画以上のほ場での基幹３作業(耕起・代かき、田
植、刈取・脱穀)は標準料金の90㌫とします。

農作業の標準受委託料

家庭系ごみ有料化の
説明会にご参加ください

７月から有料になるごみの種類や出し方などを詳しく
説明します。申し込みは不要です。直接会場へどうぞ。
また、職員が町内会に出向いての説明会も開催します。
詳しくは環境都市推進課へ。☎(866)2943

３月の開催予定(１日３回開催します)

４月以降に森林の所有者に
なったかたは届出が必要です

森林法の改正により、今年４月以降に森林
の土地所有者になったかたは、面積に関わら
ず、市町村への届出が必要になりました。

届出対象者…個人・法人を問わず、売買や相続など
により森林の土地所有者になったかた

届出…森林の土地所有者になった日から90日以内
に、下記の問い合わせ先にある届出書に登記事項証
明書または土地売買契約書、図面などを添えて、取
得した土地がある市町村に届け出てください。

問い
合わせ

●農地森林整備課(八橋本町六丁目12-１)
☎(866)2117

●県秋田地域振興局森づくり推進課(県庁後
ろの地方総合庁舎２階)☎(860)3382

①午前10時～ ②午後２時～ ③午後７時～

訂正とおわび 広報あきた２月17日号４ページ「読者の伝言板」で、インフルエンザの
記事掲載は広報あきたの「２月３日号」とありますが、正しくは「１月20日号」です。
訂正しておわびします。広報広聴課☎(866)2034

広報あきた 平成24年３月２日号09



住宅用火災警報器を設置したおかげで火事を防
ぐことができた事例が報告されています。設置し
ていないご家庭は、火災から命や財産を守るため
に今すぐ設置しましょう。すでに設置しているご
家庭でも警報器の維持・管理を忘れず、交換時期
になったら新しいものに交換しましょう。

気温が上昇したときや降雨後は雪崩
が起きやすくなります。勾配が30度以
上で樹木がなく、
地肌が露出して
いる斜面や、過
去に雪崩があっ
たところは注意
が必要です。

寒気が緩んだら雪崩
な だ れ

に注意！

雪下ろしの事故、落雪、
雪崩(なだれ)など、まだ
まだ雪の用心が必要です。

防災安全対策課
☎(866)2021

屋根の雪下ろしのときは次のことに
気をつけましょう。
●命綱を付ける　●ヘルメットや帽子
を忘れずに　●作業は必ず複数で行う
●暖気で雪がゆるんだら作業しない
●屋根の下の通行人にも気をつける

屋根の雪下ろしは安全第一で

雪の用心を

１階寝室で就寝中の家族が寝室の警報器
の警報音に気付き、居間に行くとストーブ
のコンセント付近から煙が出ているのを発

見。すぐに同居家族に知らせ、火が付き始めたの
でバケツで初期消火して火事の拡大を防ぎました。

ほ
う
ち
き
は
命
を
守
る
た
か
ら
も
の

あってよかった警報器 (実例です)

住宅用火災警報器の
設置はお済みですか

＊左の作品は昨年秋の火災予防運動期間中の11月６日
に露月会館(雄和女米木)で開催された防火俳句会で
田村夏野子さん(川添小４年)が作ってくれました。

昨年６月に設置が義務化

消防本部予防課☎(823)4247

居間でテレビを見ていた家族が台所の警
報器の警報音に気付いて見に行くと、ガス
テーブルのグリルから煙が出ているのを発

見。火事になる前に消し止めました。

問い合わせ
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２

１

監
査
結
果(

要
点)

▼
家
庭
ご
み
の
有
料
化
後
に
ご
み
の
排
出
量
の
予
測
が
大
き
く
変

化
す
る
は
ず
な
の
で
、
現
行
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を

抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る

▼
ご
み
排
出
量
の
推
計
値
と
実
績
値
に
差
が
あ
り
、
特
に
収
集
・

運
搬
部
門
や
焼
却
・
溶
融
処
理
の
値
の
差
が
大
き
い
。
早
急
に

そ
の
差
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

▼
平
成
24
年
度
予
定
の
焼
却
施
設
改
修
工
事
は
検
証
の
結
果
、
大
規

模
な
改
修
は
現
在
必
要
な
い
の
で
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る

▼
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
町
内
会
に
周
辺
環
境
整
備
の

業
務
を
委
託
し
て
い
る
が
、
信
頼
関
係
を
よ
り
醸
成
す
る
た
め
最

終
処
分
場
の
埋
め
立
て
終
了
後
の
緑
化
対
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
施
策
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る

▼
市
は
(財)
秋
田
市
総
合
振
興
公
社
に
対
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

な
ど
の
行
政
財
産
の
使
用
料
を
全
額
免
除
に
し
て
い
る
が
、
一

部
使
用
料
を
徴
収
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
見
直
す
必
要
が
あ
る

２
月
10
日
、
平
成
23
年
度
の
包
括
外
部
監
査
を
実
施

し
た
前
田
正
人
・
公
認
会
計
士(

写
真
右)

か
ら
、
結
果

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
包
括
外
部
監
査
は
、
市
の
財
務

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
市
の
組
織
に
属
さ

な
い
独
立
し
た
立
場
の
監
査
人
が
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
も
の
で
す
。

市
は
監
査
対
象
に
な
っ
た
団
体
と
と
も
に
報
告
さ
れ
た
内
容
を

項
目
ご
と
に
十
分
検
討
し
、
適
切
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

監
査
の
テ
ー
マ

廃
棄
物
処
理
事
業
と
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
の
財

務
に
関
す
る
事
務
お
よ
び
同
事
業
に
係
る
(財)
秋
田
市
総
合
振
興
公

社
の
出
納
そ
の
他
の
事
務
に
つ
い
て

包
括
外
部
監
査
の
結
果
報
告

総
務
部
総
務
課
☎(

８
６
６)

２
０
０
７



津
波
避
難
場
所
・
ビ
ル
の
指
定
は
、現
在
、

津
波
で
浸
水
が
予
測
さ
れ
る
区
域
に
加
え
、

沿
岸
部
の
標
高
５
㍍
以
下
の
区
域
も
浸
水
す

る
と
仮
定
し
、
そ
れ
ら
の
区
域
の
住
民
や
会

社
従
業
員
が
避
難
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
行

い
ま
し
た
。

対
象
区
域(

次
の
地
区
の
一
部)

…
飯
島
・
土

崎
・
港
北
・
寺
内
・
向
浜
・
八
橋
・
川
尻
・

茨
島
・
勝
平
・
新
屋
・
浜
田
・
下
浜

津
波
避
難
場
所
・
ビ
ル
は
、
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
た
と
き
か
ら
津
波
警
報
の
解
除
な

ど
に
よ
り
津
波
の
お
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
と

き
ま
で
一
時
的
に
避
難
す
る
た
め
の
高
台
や

人
工
構
造
物
で
す
。
今
回
、
合
わ
せ
て
64
か

所
を
指
定
し
ま
し
た
。

津
波
避
難
場
所(

40
か
所)

…
お
お
む
ね
標
高

10
㍍
以
上
に
あ
る
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公

園
な
ど
の
高
台

津
波
避
難
ビ
ル(

24
か
所)

…
３
階
以
上
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ま
た
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
を
基
本
と
す
る
新
耐
震
設
計
基

準
に
適
合
す
る
建
物
で
、
夜
間
や
休
館
時
に

出
入
り
口
を
開
放
で
き
る
建
物

浸
水
想
定
区
域
、
津
波
避
難
場
所
・
ビ
ル

な
ど
の
位
置
、
主
要
地
点
の
標
高
な
ど
を
表

し
た
簡
易
マ
ッ
プ
を
、
防
災
安
全
対
策
課

(

消
防
棟
３
階)

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/g
n
/d
s/

津
波
が
来
た
ら
避
難
場
所
・
避
難
ビ
ル
へ
！

東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超
え
る
大
津
波
が
発
生
し
、

東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
津
波
災
害
に
備
え
、
64
か
所

の
「
津
波
避
難
場
所
」「
津
波
避
難
ビ
ル
」
を
指
定
し
ま
し
た
。
も
し
も
の
と

き
は
、
避
難
場
所
・
避
難
ビ
ル
を
目
標
に
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
防
災
安
全
対
策
課
☎(

８
６
６)
２
０
２
１

津
波
警
報
な
ど
を
エ
リ

ア
メ
ー
ル(

携
帯
電
話)

で
も
配
信
し
ま
す

こ
の
た
び
、
N
T
T

ド
コ
モ
㈱
と
市
が
提
携

し
、
市
が
「
防
災
ネ
ッ

ト
あ
き
た
」
で
配
信
す

る
情
報
の
中
で
津
波
警
報
な
ど
緊
急
を

要
す
る
情
報
を
、
携
帯
電
話
の
「
エ
リ

ア
メ
ー
ル
」
で
も
配
信
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

エ
リ
ア
メ
ー
ル
…
N
T
T
ド
コ
モ
㈱
が
、

自
社
の
携
帯
電
話
利
用
者
の
か
た
に
、

気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
配
信

し
て
い
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
や
登
録

は
不
要(

※)

で
、
月
額
使
用
料
・
通
信

料
も
無
料
で
す
。

※
機
種
に
よ
っ
て
は
設
定
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

防
災
ネ
ッ
ト
あ
き
た
…
市
が
、
事
前
に

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
登
録
し
た
か

た
に
、
秋
田
市
の
災
害
・
避
難
情
報
な

ど
を
即
時
に
E
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
登
録
は
無
料
で
す
が
通
信
料
は

利
用
者
の
負
担
で
す
。

津
波
避
難
場
所
・
ビ
ル
は
64
か
所

保存版
12
区
域
の
住
民
の
避
難
を
想
定

下浜小学校グラウンド
(津波避難場所・下浜)

五十嵐記念病院
(津波避難ビル・土崎)

※
浸
水
想
定
区
域
は
県
の
津
波
被
害
想
定
の
見

直
し
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
地
域
の
実
情
に
よ
り
一
部
要
件
が
異
な
る

施
設
が
あ
り
ま
す
。

津
波
避
難
場
所
・
ビ
ル
の

一
覧
を
12
・
13
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す

防
災
安
全
対
策
課

☎(

８
６
６)

２
０
２
１

問
い
合
わ
せ
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保
存
版

みんなで協力し、津波への備えを

町内会では震災前は火事や防犯への備えを中心にした活動が多かったのですが、
今後は津波からの避難を想定し、実際に地区の避難場所や避難ビルへ行ってみて
道順や所要時間などを確認する訓練などを行う必要があると思います。また、避
難時の高齢者や子どもへの対応などについてもみんなで話し合いたいですね。

将軍野五区町内会長の安田孝志さん(土崎)

★印は津波避難ビルです

地域で

防災

12



※収容可能人数は、土地やビルの避難か所の面積を基に、おおむね１平方㍍あたり１人として見込んでいます。
※津波避難場所の標高は、(株)マピオンの地図コンテンツ「都道府県地図」の標高を参考にしています。

津波避難場所・津波避難ビル一覧

市では、津波避難場所・津波避難ビルについて、各地域で説明会を実施しています(今後、開
催する地域には町内会を通じてお知らせします)。また、町内会単位での説明会を希望する場合
は職員を派遣します。詳しくは、防災安全対策課へお問い合わせください。☎(866)2021

保
存
版

★印は津波避難ビルです

広報あきた 平成24年３月２日号13



しゃぼんだま広場 就学前の親子
が対象です。３月９日(金)午前10
時～11時30分、四ツ小屋児童セ
ンターで。参加無料。直接会場へ。
詳しくは四ツ小屋地区主任児童委
員の伊藤さん☎(839)3891
かわしり保育園の園開放　０歳～
５歳の親子が対象です。フォトフ
レームを作ります。３月13日(火)
午前９時45分～11時、かわしり
保育園で。参加無料。直接会場へ。
詳しくは同園☎(823)3254
川尻ちびっこ広場　就園前の親子
が対象です。３月13日(火)・27日
(火)、午前10時～11時30分、川尻
地区コミセンで。参加無料。直接
会場へどうぞ。詳しくは代表の加
賀屋さん☎(823)0561
東きらきらくらぶ　０歳～５歳の
親子が対象です。３月13日(火)午
前10時～正午、東児童センター
で。保険料１組50円。直接会場へ
どうぞ。詳しくは東地区主任児童
委員の折原さん☎(835)5384
牛島っ子　就学前の親子が対象。
茶話会。３月14日(水)午前10時～
11時30分、南部公民館で。参加費
１組300円(おやつ代など)。申し
込みは、南部公民館☎(832)2457

親子で楽しくマッサージやヨガな
どをします。会場は県中央シルバ
ーエリア(御所野)。オイル代各１
組500円。定員各15組。申し込み
は、はっぴーすまいるまま・秋田

の佐々木さんへ。☎ (874)8292
チャイルド(しっかり歩ける１歳６
か月前後～就園前)�３月９日(金)
午前10時30分～11時30分　赤ち
ゃん(生後２か月～12か月)�３月
９日(金)午後１時30分～２時30分　

親子でエアロビクス。会場はセリ
オンプラザ(土崎)。参加費各１組
500円。内履き、飲み物、タオル
(ベビーはバスタオルも)を持って
直接会場へどうぞ。詳しくは、子
育て応援Seedへ。☎ (833)8104
ベビー(生後６週～１歳)�３月９
日(金)・30日(金)、午前11時～正午
ママ(ママならどなたでも)�３月
９日(金)午前10時～10時50分　
キッズ(１歳～就園前)�３月30日
(金)午前10時～10時50分

生後７か月～12か月の親子が対象
です。ベビーフードやフォローア
ップミルクの試食など。３月14日
(水)午前10時30分～11時30分、
ひよっこサロン(南通亀の町)で。
参加費１組500円(おみやげ付き)。
定員６組。申し込みは、NPO法人
ばっけの会へ。☎(834)4733

日時／３月18日(日)午前10時～午
後２時　会場／セリオン(土崎)
●問い合わせ キッズマーケット
の永田さん☎090-7075-8435

。

★子ども未来センター(アルヴェ５階)
★市民サービスセンター子育て交流ひろば
参加無料。直接会場へどうぞ。

※スペースの都合などにより「育児コーナー」に掲載依頼があったもの　　
すべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

親
子
で

遊
ぼ
う
！

清掃やレクリエーションなど、地域
で活発な活動をした子ども会２団体
と、子ども会の育成に尽力しているか
た２人を表彰しました。
※受賞者名の( )内は学区。敬称略。

奨励賞(子ども会)�柳町・鳥海子ども
会(岩見三内)、下黒瀬こども会(川添)
育成功労賞(個人)�原田亮子(外旭川)、
折原和子(東)

河辺・雄和地域の小・中学生を対象

に行った「読書感想文コンクール」で、

応募作品106点の中から次のみなさん

が入選しました。※敬称略。

最優秀賞�佐藤結希(川添小)

優秀賞�設永智慧美(戸米川小)、小野

夕夏(大正寺小)、岩谷菜々華(河辺小)

入選�山内 優(川添小)、浦山小奈実

(戸米川小)

最優秀賞�大友心優(種平小)

優秀賞�加藤真穂(種平小)、佐藤蒼乃

佳・熊谷咲希(河辺小)

入選�五十嵐蘭(戸米川小)、大友璃菜

(種平小)、佐々木澄香・金真花・佐々

木結衣(河辺小)

最優秀賞�渡部大和(雄和中)

優秀賞�浅野将太郎・長尾稲太(雄和

中)

入選�秋山昂太・岡部千歳・

工藤裕大・佐々木健太郎・

佐藤 愛・佐藤 優(雄和中)

平成23年度 雄和図書館

小学校低学年(１年～３年生)の部

読書感想文コンクール

小学校高学年(４年～６年生)の部

中学生の部

親
おや

子
こ

ふれあいサロン
子
こ

ども用品限定
ようひんげんてい

フリーマーケット

平成23年度

楽
たの

しく親
おや

子
こ

ビクス

賢
かしこ

く使
つか

おうベビーフード

優良子ども会等表彰

表
彰
式(

２
月
８
日)

★受受賞賞おおめめででととうう
ごござざいいまますす！！
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個人通知はしませんので、母子健
康手帳別冊をよく読んで受診しま
しょう。風邪や感染性の病気にか
かっているときはご遠慮くださ
い。別冊をお持ちでないかたは、
子ども健康課☎(883)1174(市保
健所２階)、市民課、北部・西部・
河辺・雄和市民サービスセンタ
ー、アルヴェ駅東サービスセンタ
ー、岩見三内・大正寺連絡所へ。
◆４・７・10か月児健診◆

４か月・７か月・10か月になった
日から、それぞれ満５か月・満８
か月・満11か月になる前日までの
お子さんを対象に、母子健康手帳
別冊に記載されている市内の委託
医療機関で行っています。
◆１歳６か月児・３歳児健診◆
下表の対象月と地区割りを確認
し、ご自分の地区の日にどうぞ。
都合が悪く、ほかの地域の日に受
けたい場合は子ども健康課へご連
絡ください。☎(883)1174
１歳６か月児健康診査　母子健康
手帳と別冊のアンケート(記入す
る)、バスタオルをお持ちくださ
い。まだ受けていないかたも２歳
未満だと受診できます。子ども健
康課へご連絡を。☎(883)1174

３歳児健康診査　３歳６か月にな
るお子さんが対象です。母子健康
手帳と別冊のアンケート、尿検査
セット(尿を容器に採る)、バスタ
オルをお持ちください。視力検査、
聴覚検査は自宅で行ってきてくだ
さい。まだ受けていないかたも４
歳未満だと受診できますので、子
ども健康課へご連絡ください。

会場は市保健センター(八橋)。離
乳食の進め方、食品の調理法、試
食、個別相談など。受講無料。先
着各30組。お子さんと一緒にどう
ぞ。申し込みは、３月６日(火)午前
８時30分から子ども健康課へ。

☎(883)1174・1175
生後６か月～７か月 日時／３月
15日(木)午前10時～11時30分
生後８か月～11か月 日時／３月
19日(月)午前10時～11時30分

会場は秋田駅西口フォンテAKITA
６階のフォンテ文庫です。参加無
料。直接会場へどうぞ。詳しくは
フォンテ文庫へ。☎(893)6167
おはなしの会　大型絵本や紙芝
居、手遊びなど。対象／２歳～６
歳の親子　日時／３月11日(日)・

25日(日)、午後２時30分～３時
親子で楽しむわらべうた　対象／
０歳～３歳の親子　日時／３月27
日(火)午前11時～11時30分

すこやか広面 ０歳～５歳の親子
が対象。３月５日(月)・12日(月)、
午前10時～11時30分、広面児童
館で。保険料各１組50円。直接会
場へ。詳しくは広面地区主任児童
委員の佐々木さん☎(832)2172
ほっぺの会　就学前の親子が対象
です。３月６日(火)午前９時45分
～11時30分、仁井田児童館で。
参加無料。直接会場へどうぞ。詳
しくは仁井田地区主任児童委員の
田近さん☎(839)5002
母と子のふれあい広場　就園前の
親子が対象です。３月６日(火)・13
日(火)・27日(火)、午前10時～11
時30分、金足地域センターで。参
加無料。直接会場へどうぞ。詳し
くは金足地区主任児童委員の安田
さん☎090-9539-2130
旭北キッズ　就園前の親子が対象
です。３月６日(火)午前10時～正
午、旭北児童館で。無料。直接会
場へ。詳しくは旭北地区主任児童
委員の吉岡さん☎(823)4877
とんとんクラブ ３歳未満の親子
が対象です。３月７日(水)午前10
時～11時30分、下北手児童セン
ターで。参加無料。直接会場へど
うぞ。詳しくは下北手地区主任児
童委員の中村さん☎(835)8343
きりんクラブ 就学前の親子が対
象。３月９日(金)午前９時30分～
11時、築山児童センターで。無料。
直接会場へ。詳しくは築山地区主任
児童委員の藤原さん☎(833)6743
さくらっこクラブ　就園前の親子
が対象。３月９日(金)午前10時～
正午、桜児童センターで。無料。
直接会場へ。詳しくは桜地区主任
児童委員の三浦さん☎(835)7307

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児

乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健康
けんこう

診
しん

査
さ

あそびにおいで！

離
り

乳食教
にゅうしょくきょう

室
しつ

へどうぞ

３月23日(金)
午前10時～11時30分

産後のママトーク

保健師、栄養士、歯科衛
生士が育児などの相談に
応じます。

会場は市保健センター(八橋)。無料。いずれも、
子ども健康課へ電話予約が必要です。☎(883)1174

１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児
健
診
の
日
程

受
付
時
間�

午
後
零
時
45
分
〜
１
時
30
分

フォンテ文
ぶん

庫
こ

に集
あつ

まれ！

育児相談

産後６か月ころまでのかたが対象。
助産師を囲んでママ同士でおしゃべり。
お子さんも一緒にどうぞ。定員10組。

３月26日(月)
午前10時～午後３時30分
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ひとり親家庭のかたで乳幼児制度の受給者証(「対象区分
および負担者番号」の上２ケタが「74」)をお持ちのかた
は、申請により「ひとり親家庭」の制度に切り替えできる
場合があります。なお、所得
の基準額は右下の表②と異
なりますので、障がい福祉
課へお問い合わせください。

右表に該当するかたは、申請すると「福祉医療費受給者
証」が交付されます。診療を受ける際に受給者証と健康保
険証を一緒に医療機関に提示すると保険診療の自己負担分
が助成されます。
福祉医療費助成制度は毎年８月１日から翌年７月31日ま

でを「１年度」としています。平成23年度(平成23年８月
１日～24年７月31日)の受給者証を交付するときは平成
23年度(22年中)の所得を確認します。
これまで申請していなかったかたや、以前、所得制限を

超えたため該当しなかったかたでも、修正申告などにより
平成23年度(22年中)の所得の減少や、扶養人数の増加が
あるときは、申請月から交付される場合があります。詳し
くは、障がい福祉課へお問い合わせください。

●

★

★

★社会保険本人＝国民健康保険(秋田市国民健康保険、国民
健康保険組合)、後期高齢者医療以外の健康保険に加入
している被保険者。

＊扶養人数が１人増
すごとに、所得基
準額に38万円が
加算されます。

②２歳以上児の通院助成制度の所得基準額

平成23年度総所得額(※)から各種控除額(右下
の表①)を控除した額が表②の基準額を超える場合は助成
制度に該当しません。また、父母の所得は合算せず、それ
ぞれの所得額で判断し、いずれかが超えると該当しません。

●サラリーマンで市・県民税を給料から控除されている
かた�市民税・県民税特別徴収税額通知書の「総所得
金額①」欄の額

●上記以外のかたで、市・県民税を納税通知書で納付し
ているかた�市民税・県民税納税通知書の３枚目に綴
られている税額計算明細書の「総所得①＋②」欄の額

＊乳幼児以外の所得制限・各種控除は、障がい
福祉課へお問い合わせください。

福祉医療費の申請を忘れずに
●乳幼児　●心身障がい児(者) ●ひとり親家庭などの児童

◆ひとり親家庭で乳幼児受給者証をお持ちのかた

加入している健康保険が変わったかたは、新しい健康保
険証と印鑑を持って、下記の窓口で福祉医療の変更手続き
をしてください。また、任意継続保険を取得・喪失したか
たも手続きが必要です。

◆健康保険が変わったかたは福祉医療の手続きも

福祉医療の申請・変更手続きはこちらで…障がい福祉課(市
役所福祉棟１階)、北部・西部・河辺・雄和市民サービスセ
ンター、アルヴェ駅東サービスセンター

障がい福祉課福祉医療担当
☎(866)2093 ファクス(863)6362
http://www.city.akita.akita.jp/city/wf/sc/

①各種控除額

※平成23年度総所得額

7 4

福
祉
医
療
制
度
の
①
各
種
控
除
額
の
表
と
②
所
得
基
準
額
の
表(

乳
幼
児
通
院
助
成
関
係)

乳幼児(２歳以上)の通院助成の所得制限
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その④

「お薬」の前に
できること

特定健診課☎(866)8903

知って
役立つ

肥満、高血圧、糖尿病のかたなどの
食事について、栄養士が個別に相談
に応じます。無料。
日時／３月26日(月)午前９時～午後
２時30分　会場／市保健センター
(八橋南一丁目) 定員／先着５人
●申し込み　３月６日(火)午前８時
30分から保健予防課☎(883)1178

会場は市立病院２階講堂。参加無料。
直接会場へどうぞ。詳しくは、市立
秋田総合病院へ。☎(823)4171
肝臓教室 肝硬変の合併症と治療、
B型・C型肝炎の治療薬をテーマに
医師と薬剤師が話します。日時／３
月６日(火)午後１時30分～２時40分
呼吸教室 呼吸器疾患の患者さんや
ご家族が対象。介護保険の活用をテ
ーマに訪問看護師が話します。日
時／３月８日(木)午後１時～１時30分

夫婦の前年所得の合計が730万円
未満のかたが対象です。市が指定す
る医療機関で平成23年４月１日以

降に体外受精、顕微授精を受けた場
合、その治療費を助成します。１回
の治療につき15万円まで、通算５
年以内に10回まで(最初の年度は年
３回まで、２年目以降は２回まで)
です。申し込みは、３月30日(金)ま
で子ども健康課へ。☎(883)1172
＊「不妊とこころの相談センター
(秋田大学附属病院１階)」では、不
妊の相談に無料で応じています。
電話相談直通電話／(884)6234

(水・金曜日の正午～午後２時)
面接予約専用電話／(884)6666

精神障がいがあるかたのご家族が対
象。秋田けやき会の家族相談員が相
談に応じます。無料。直接会場へ。
日時／３月16日(金)午前10時～午後
３時　会場／市老人福祉センター２
階和室(八橋の市保健センター隣)
●問い合わせ ＮＰＯ法人秋田けや
き会☎(833)1580

講師は秋田大学講師の北島正人さ
ん。ストレスと上手に付き合う方法
を学びます。３月26日(月)午前10
時～正午、サンパル秋田(文化会館
内)で。無料。先着30人。申し込み
は、３月５日(月)午前９時から女性
学習センターへ。☎(824)7764

市
し

立
りつ

秋
あき

田
た

総合
そうごう

病
びょう

院
いん

の教
きょう

室
しつ

心
こころ

と体
からだ

の健康
けんこう

教
きょう

室
しつ

市保
し ほ

健所
けんじょ

の食
しょく

生活健康相談
せいかつけんこうそうだん

精神
せ い し ん

障
しょう

がい者
し ゃ

家
か

族相談
ぞくそうだん

健康

特定健診の結果、「生活習慣の改善が必要」と判定された
かたに保健師と管理栄養士がアドバイスをしています。
今回は生活習慣の改善に取り組んだかたのエピソードを紹

介します。みなさんも特定健診を受けて健康状態を確認する
とともに、生活習慣病の予防について一緒に考えてみません
か。「お薬」を飲む前にできることはいろいろありますよ！

特定健診は3月31日(土)まで…秋田市国民健康保険に加入している40歳以上のかたと

後期高齢医療制度に加入しているかたは無料で特定健診を受診できます。保険証と

事前にお送りした受診券を持って市内の受託医療機関で受診してください。

①３月31日時点で40歳以上の偶
数歳の女性　②乳がん検診無料
クーポン券をお持ちのかた

特定
とくてい

不
ふ

妊
にん

治
ち

療
りょう

費
ひ

を助成
じょせい

乳がん検診はお早めに！

対
象

平成23年度の乳がん検診は市立秋
田総合病院のみで受け付けています。
実施期間は３月19日(月)まで。申し
込みは、電話で市立秋田総合病院へ。
☎(867)7489(平日13:00～15:00)
＊料金など、詳しくは保健予防課へ
お問い合せを。☎(883)1176

高校１年生の子宮頸
けい

がん予防
ワクチンの無料接種について

健康管理課☎(883)1179問

24年度の子宮頸がん予防・ヒブ・
小児用肺炎球菌ワクチンも対象者に
無料接種する予定です。詳しくは今
後の広報あきたでお知らせします。

平成23年度の高校１年生(16歳相
当)は、３月31日(土)までに１回目ま
たは２回目の子宮頸がん予防ワクチ
ンの接種をすると、接種費用が無料
になり、高校２年生(17歳相当)にな
った時の２回目または３回目の接種
費用も無料になります。

アドバイスを受け、「この機会に勉強して健康になろう」との思いになりました。心がけたこ
とは、食事は野菜から先に食べて油分を控えることです。また運動器具を使って自宅で運動し
ました。テレビを見ながら気軽にできたのがよかったです。また、三日坊主にならないよう、
カレンダーに１日の歩数や体重、血圧を記録しました。継続は力なり！ そして半年後、健診時に73.7
㌔あった体重は69.9㌔に、腹囲は91㌢から85㌢に減りました！ それ以降、家族からは「やればでき
る」と励まされ、おだてられ(？)、 今も精進している最中です。

～60代・男性の場合～

＊
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
な
ど
に
よ
り
「
健
康
は
つ
ら
つ
情
報
」
に
掲
載
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
す
べ
て
を

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
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さ
い
。
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会員同士の親睦を深め、さまざまな学習や
軽スポーツを行う高齢者大学に入りませんか。
中央ナイスミドルカレッジ 対象／60歳以上
の男性　日時／４月25日(水)から第４水曜日、
午前10時～正午　会場／サンパル秋田(文化会
館内) 会費／年会費1,500円(実費負担あり)
募集／先着10人　申し込み／３月３日(土)午前
９時から会長の石田達郎さん☎(864)6163
秋田鈴杖(れいじょう)大学
対象／西部地域に住む60歳以上のかた　
日時／４月20日(金)から第３金曜日、午前９時
30分～正午 会場／西部市民サービスセンター
年会費／3,000円　申し込み／３月23日(金)
まで西部市民サービスセンター☎(826)9004

いきいきサロン

高齢者大学の会員募集

クアドーム ザ・ブーン☎(827)2301
太平山スキー場オーパス☎(827)2221

「賭けない・吸わない・飲まない」の
３原則で麻雀を楽しむ女性専門麻雀教
室です。毎週火曜日午前10時～午後２
時、麻雀ひまわり(大町三丁目２-37)
で。参加費一日1,200円。詳しくは同
教室の森山さんへ。☎(883)0606

女性初心者
向け麻雀教室

受講料 １レッスン500円

認知症予防に！
手
先
と
頭
を
使
っ
て

ザ・ブーン入館料と
オーパスリフト利用料

リリフフトトもも

無無料料！！

ププーールルもも
無無料料！！

３月４日(日)～18日(日)

講師はハピネッツのチア
ダンスインストラクターで
アメリカのNBAシカゴブル
ズダンスチームでも活躍し
た石田舞さん。初めてのか
たも大歓迎です！ 石田舞さん

65歳以上のかたが対象です。時間は午前10
時～正午。参加無料。直接会場へどうぞ。
３Ｂ体操　３月14日(水)、八橋老人いこいの家
で。動きやすい服装でどうぞ。☎(862)6025
花粉対策講座 ３月15日(木)、雄和ふれあいプ
ラザで。☎(886)5071
童謡・叙情歌を楽しむ集い ３月19日(月)、大
森山老人と子どもの家で。☎(828)1651

問い
合わせ

東日本大震災復興支援として３月４日(日)～
18日(日)はクアドーム ザ・ブーンの入館料(15
日(木)は休館)と太平山スキー場オーパスのリフ
ト利用料を無料にします。被災者のみなさんを
元気づけるためにも、太平山の自然の中で力を
蓄えよう！ なお、入館料と食事などがセットに
なった団体プランは10㌫割引となります。

小学１・２年生�３月８日(木)・15日(木)、午後３時～４時
小学３～６年生�３月８日(木)・15日(木)、午後４時～５時
中学生～社会人�３日７日(水)・14日(水)、午後７時～８時
ママさん�３月８日(木)・15日(木)、午前９時30分～10時30分

秋田プロバスケットボールクラブ㈱
☎(865)0521

申し込み

会場 秋田県社会福祉会館(旭北栄町)

チ
ア
ダ
ン
ス
講
座

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

楽
し
く
ダ
ン
シ
ン
グ
！

無
料
！
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農業農村振興課☎(866)2116

農園の広さは１区画15㎡～25㎡。１家庭で１区画、４月下旬から

11月下旬まで利用できます。年度ごとに申し込みが必要です。利用
は無料。水道や駐車場、休憩所はありません。

①東部・手形山地区……112区画
②東部・広面谷地田地区…59区画
③中央・八橋田五郎地区…92区画
④南部・仁井田柳林地区…41区画
⑤西部・新屋比内町地区…79区画
⑥北部・飯島堀川地区…107区画

はがきに希望する農園１か所と、郵便番号、住所、氏名(フリガナ）、電話番
号を書いて、〒010-0973八橋本町六丁目12-１農業農村振興課へお送りく
ださい。申し込みは３月14日(水)まで。１家庭１通(厳守)。複数の農園に重複
して応募できません。また、平成24年度有料市民農園の継続使用を申請して
いるかたとそのご家族は応募できません。申し込み多数の場合は、３月23日
(金)午前10時から市役所職員研修棟で公開抽選を行います。抽選結果は４月
18日(水)までに応募者全員へ郵送でお知らせします(電話では回答しません)。

はがき(裏)記入例

駐車場や水道、休憩所などがあり、翌年度も継続利用できます。４月中旬から

翌年２月まで利用できます(建物や設備は冬期間閉鎖します)。

有
料

無
料(
個
人
向
け)

申
し
込
み

①仁井田スーパー農園

②椿台スーパー農園

③椿台ヒルズ市民農園

④椿台第一農園

農園の名前 募集数 区画面積 利用料(年額)

個人向け

個人向け

14区画

19区画

50㎡

41㎡～74㎡

5,500円

4,100円～7,400円

区分

保育園、幼稚園、小・中学校、
福祉施設、町内会などの団体向け。

利用者募集

申
し
込
み
は

３
月
14
日
(水)
ま
で
！

個人向け

農園利用者で組織する「椿台農
園クラブ」への加入が必要です。

対象�期間を通じて除草や清掃など管理ができるかた(他のかたへ貸すことはできません)。

対象�期間を通じて除草や清掃などの管理ができ、自家用車
以外で来園できるかた(他のかたへ貸すことはできません)。

＊個人では
応募不可。

団体向け

３区画

６区画

①70.34㎡②75.2㎡③77.2㎡

95㎡～130㎡

①7,034円②7,520円③7,720円

9,500円～13,000円

問い合わせ

仁井田スーパー農園
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ボランティア募集

３/２(金)�３/６(火)

市民リポーターが紹介！
●千秋美術館企画展
●にぎわい交流館プレイベ
ント・なかいち冬まつり

３/７(水)�３/13(火)
月～木　午前10時30分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

15
分 ３/25(日)午前７時30分～ ABSおはよう秋田市長です「最新の市政情報」

AAB おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組 AKT こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報広聴課へ
☎(866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５時55分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●千秋美術館企画展●大森山動物園が３月17日(土)開園

●「広報あきた」からエフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後2 時00分～

金　午前11時25分～
土 午前11時40分～
日 午前11時55分～

※５分間テレビ番組は、秋田ケーブルテレビでも放送しています。

●あなたが主役～市民リポ
ーター大募集！

●東日本大震災から１年～
秋田市の防災の取り組み

動物園では動物たちを間近で見ることができるよう、これま
でキリンやヤマアラシなどの展示方法を改良しました。今後も
さまざまな工夫を凝らし、また、「まんまタイム」や「エサやり
体験」などのイベントを充実させて魅力アップに努めます。

遊園地アニパも開園！

問い合わせ 大森山動物園☎(828)5508

大森山ゆうえんちアニパも動物園と同時オー
プン(予定)。３月31日(土)までに動物園の年間パ
スポートを買ったかたへ3,000円分の
アニパ乗り物券を2,000円で買える
割引クーポンをさしあげます。

★４月１日から回数券(５枚組3,000円。20枚組
10,000円)の販売をはじめ、さまざまな割引
制度を開始します。詳しくはお問い合わせを。

入園料(４月１日(日)から変わります)

「
待
っ
て
る
ぜ
」(

ア
ム
ー
ル
ト
ラ)

午前９時～午後４時30分
(入園は午後４時まで)

開園
時間

大
森
山
動
物
園

オ
ー
プ
ン
！

３
月
17
日
(土)
午
前
９
時

開園初日
は

オープニ
ング

セレモニ
ーのほか

先着100
人に動物

園

特製グッ
ズのプレ

ゼントも
！

ヤマアラシが近い“びっくり出窓”“キリンの窓”から「ご飯どうぞ」

５５周周年年記記念念のの
新新アアトトララククシショョン

ン登登場場！！

豊永産業(株)☎(828)1321問
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小学生(初心者歓迎)

７月29日(日)に文化会館で開催する
「秋田子ども邦舞・邦楽公演」への出
演を目標に、邦舞や邦楽を学びません
か。無料(教材費実費)。定員各30人。

日本の
伝統文化を学ぼう

対象

文化会館子どもワークショップ

佐竹史料館企画展

新収蔵品展

平成23年度に寄贈された資料

などを紹介します。常設展「武家

の調度品展」もご覧ください。

＊３月12日(月)から17日(土)まで
臨時休館します。

佐竹史料館☎(832)7892

秋田公立美術工芸短期大学の工芸美術学科、産業デザイン
学科の卒業制作作品と、専攻科の修了制作作品を展示します。
学生生活の集大成となる作品をぜひご覧ください。

秋田公立美術工芸短期大学管理課☎(888)8105問い合わせ

秋田公立美術工芸短期大学

３月７日(水)�11日(日)午前10時～午後５時
アトリオン２・３階 入場無料

問

学んだすべてを作品に注ぎます(陶芸)

佐
竹
義
和(

よ
し
ま
さ)

筆「
書
五
字
」

一般100円、高校生50円
中学生以下無料

わく楽フィットネス
(20歳以上)

４月13日(金)�６月22日(金)
毎週金曜日、18:30～19:45 8,400円 25人

４月11日(水)�６月20日(水)
毎週水曜日、18:00～19:15 8,400円 25人

骨盤引き締めサン・
エアロ (25歳以上)

骨盤引き締めミディ
アムエアロ(20歳以上)

４月11日(水)�６月27日(水)
毎週水曜日、10:45～12:00

8,400円 20人

４月13日(金)�６月22日(金)
毎週金曜日、10:00～11:15

8,400円 25人

４月14日(土)�６月23日(土)
毎週土曜日、10:00～12:00 9,450円

25人

やさしい社交ダンス
(Step1) (20歳以上)

9,450円
(別途材料費あり)

26人

パッチワーク(初級)
(20歳以上)

サンライフ秋田
運動と趣味の教室

４月12日(木)�６月21日(木)
毎週木曜日、10:00～12:00

フラワーアレンジメ
ント (20歳以上)

4,720円
(別途材料費あり)

15人

４月12日(木)�６月14日(木)
隔週木曜日、18:30～20:30※

４月14日(土)�６月23日(土)
毎週土曜日、18:00～20:00

15人

7,560円 20人

運動不足な人の教室
夜コース(20歳以上の女性)

リズム体操＆ストレ
ッチ (25歳以上)

8,400円 20人
４月13日(金)�６月22日(金)
毎週金曜日、10:30～11:45

謡曲(喜多流)
(20歳以上)

8,400円 20人
４月12日(木)�６月21日(木)
毎週木曜日、18:45～20:00

癒しのストレッチ＆
ピラティス(20歳以上)

バランスボールで姿
勢美人 (20歳以上の女性)

４月10日(火)�６月19日(火)
毎週火曜日、10:30～11:45

8,400円

教室名(対象) 日程(全10回。※は全５回) 受講料

8,400円 20人

8,400円 25人
４月11日(水)�６月20日(水)
毎週水曜日、13:30～14:45

ヨガで癒す心と身体
(20歳以上の女性)

心と身体の太極拳
(20歳以上)

４月10日(火)�６月19日(火)
毎週火曜日、18:30～20:00

骨盤調整ペルヴィス
ダンス (20歳以上の女性) 8,400円 20人

４月12日(木)�６月21日(木)
毎週木曜日、19:00～20:15

定員

３月10日(土)午前10時からサン
ライフ秋田へ(先着順。直接窓口
でも受け付け)。☎(863)1391

４月14日(土)�６月23日(土)
毎週土曜日、10:30～11:45

8,400円 20人疲労回復と至福の時
(軽運動)(20歳以上の女性)

秋田子ども邦舞・邦楽公演実行委
員会☎(865)1191(文化会館内)

申し
込み

入館料

３月18日(日)�７月22日(日)
午前９時～午後４時30分

日本舞踊コース、和楽器コ
ース(箏、尺八、笛、太鼓)

３月10日(土)から７月まで
に月２回程度、文化会館で

練習

種目

箏(

こ
と)

日本舞踊日本の
伝統文化を学ぼう

申
し
込
み
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～３時30分　会場／北部市民サー
ビスセンター　入場料／無料
●問い合わせ 日本タップダンス協
会秋田支部☎(845)6591

河北新報社震災取材班キャップの古
関良行さんが、同紙の震災報道の裏
側を話します。無料。先着50人。
日時／３月18日(日)午前10時30分
～正午　会場／中央図書館明徳館　
●申し込み ３月７日(水)午前９時
から明徳館☎(832)9220

宮城県気仙沼市と岩手県陸前高田市
の被災地をバスで訪問し、復興現場
で見学や買い物をしたり、震災体験
談を聞いたりします。定員25人。
日時／３月20日(火)午前６時～午後
７時　集合場所／参加者の住所で決
定　参加費／3,000円(保険料含む)
●申し込み ３月14日(水)までNPO
法人秋田パドラーズの中村さん

☎090-4318-4025

ジェイ・ライン(株)取締役の福島将
人さんが、ツイッターなどのソーシ
ャルネットワークサービスを活用し
た地域活性化について講演します。
日時／３月13日(火)午後７時～８時
50分　会場／文化会館５階(山王)
入場料／無料　定員／140人
●申し込み (社)秋田青年会議所

☎(824)7070

どなたでも参加できます。「スポー
ツで少年は大人になる」と題して明
治大学ラグビー部監督の吉田義人さ
んが講演します。無料。直接会場へ。
日時／３月17日(土)午後１時30分
～３時　会場／文化会館大ホール
●問い合わせ 秋田市スポーツ少年
団事務局☎(853)4461

20か国以上で作品を発表している
アーティスト丹羽良徳さんが、秋田
公立美術工芸短期大学学生有志のプ
ロデュースにより秋田で行う新作プ
ロジェクト「さっきすれ違った人と
結婚するかと思った」や、過去の作
品について話します。
日時／３月24日(土)午後６時～８時
会場／ココラボラトリー(大町)
入場料／500円　定員／50人
●申し込み 実行委員会の高橋さん

☎090-6694-5765

秋田西中グラウンド隣にある西部地
域運動広場の前期(４月～７月)の団
体利用申請を受け付けます。西部市
民サービスセンター１階の地域活動
室にある申請用紙で３月16日(金)ま
でお申し込みください。
●問い合わせ 西部地域住民自治協
議会☎(828)4217

ハローワークでは今春卒の学生(高
校・大学生など)を対象に、３月末ま
で次の窓口で就職相談や、書類作成
のアドバイスなどを行っています。
新卒応援ハローワーク(御所野の秋
田テルサ３階)☎(889)8448
ハローワーク秋田(茨島一丁目12-
16)☎(864)4111
ハローワークプラザアトリオン(中
通のアトリオン３階)☎(836)7820

詳しくは自衛隊秋田募集案内所へお
問い合わせください。☎(864)4929
幹部候補生(一般・飛行・音楽)
対象／20歳～25歳(22歳未満は大

卒見込みを含む) 試験日／５月12
日(土)。飛行は13日(日)も
申込締切／４月27日(金)
予備自衛官補 種目／一般(対象は
18歳～33歳)、技能(対象は18歳～
54歳で医療・語学・情報処理など
の国家資格があるかた。資格の種類
により異なります) 試験日／４月
14日(土) 申込締切／４月４日(水)

融資額／子ども１人あたり300万円
以内　利率(平成23年11月10日現
在)／年2.55％(母子家庭のかたは
2.15％) 返済期間／15年以内
●問い合わせ 日本政策金融公庫秋
田支店国民生活事業☎(832)5641

調停相談会　離婚、相続、土地・建
物などの相談に応じます。直接会場
へ。日時／３月９日(金)午前10時～
午後３時　会場／裁判所合同庁舎
(山王七丁目) 問い合わせ／秋田調
停協会☎(824)3121(内線128)
ふれあい法律相談　
法律、相続などの相談に面山恭子弁
護士が応じます。先着６人。
日時／３月19日(月)午前10時～正午
会場／市老人福祉センター(八橋)
申し込み／３月５日(月)午前10時か
ら市社協ふれあい福祉相談センター
☎(863)6006(電話でのみ受付)

中小企業緊急雇用安定助成金の相談
会 休業手当や賃金に助成する同助
成金の申請の相談に社会保険労務士
が応じます。３月19日(月)までは訪
問相談も(日時は応相談)。日時／３
月７日(水)午後１時～４時　会場／
秋田商工会議所　申し込み／秋田県
社会保険労務士会☎(864)1666
働く人と勤め先のトラブル相談
秋田県労働委員会では、労働関係の
さまざまな問題に対して中立的な立
場で解決を手伝います。詳しくはお
問い合わせを。☎(860)3284
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地域住民が外国人に日本語を教えることで互いの異文
化理解を進めている「のしろ日本語学習会」代表の北川裕
子さんが、活動状況などを話します。無料。定員20人。
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３月21日(水)午後７時まで同サロン☎(887)5312申し込み

自分の手作り雑貨を持ち寄り交流しませんか。
お菓子・飲み物代100円。定員15人。営利目的の
参加はご遠慮ください。申し込みは３月20日(火)
午後７時まで市民交流サロンへ。☎(887)5312

もちよりカフェ
３月21日(水)午後２時～３時30分
アルヴェ３階市民交流サロン
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ヨルカイギ
３月22日(木)午後７時～９時
アルヴェ３階市民交流サロン熱心に指導する北川さん(右)

22＊スペースの都合などにより「情報チャンネル」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。
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親子でキャラクターパンを作ろう。
対象／小学生の親子　日時／３月
24日(土)午前９時30分～午後１時
会場／北部公民館　材料費／１組
1,000円　定員／先着12組
●申し込み ３月５日(月)午前９時
から北部公民館☎(873)4839

対象／小学４年～６年生 日時／４
月からおおむね水曜日、午後４時～
会場／八橋テニスコート 年会費／
8,000円(保険料含む) 定員／20人
●申し込み　往復はがきに、住所、
氏名、性別、学年、電話番号を書い
て、３月31日(土)まで、〒010-
1417四ツ小屋字古川敷1-15 加藤
育広さん☎090-2277-3143

支援者のためのセミナー 講師は親
業訓練協会の鈴木みどりさん。被災
地で被災者と触れ合うときのコミュ
ニケーション法を学びます。日時／
３月14日(水)午後１時30分～４時
30分　会場／遊学舎　受講料／無料　
定員／20人　申し込み／親業ルー
ムあきたの鈴木さん☎(867)1768
コミュニケーションの秘けつ 講師
は秋田大学教授の柴田健さん。話の
聴き方や質問の仕方を学びます。
日時／３月22日(木)午前10時～正午
会場／サンパル秋田(文化会館内)
受講料／無料　定員／先着30人　
申し込み／３月５日(月)午前９時か
ら女性学習センター☎(824)7764

テーマは「電磁波の健康への影響」。
３月14日(水)午後１時～３時、アル

ヴェ４階で。参加無料。定員50人。
●申し込み はがきかファクスに、
住所、氏名、電話番号と「3/14秋田」
を書いて、〒105-0014東京都港区
芝二丁目９-11電気安全環境研究所
セミナー事務局☎03-5444-2631
ファクス03-5444-2632

会場は河辺総合福祉交流センター。
河辺の昔話を学ぶ 地元の語り部の
実演も。日時／３月17日(土)午後１
時30分～２時30分　受講料／無料
定員／先着25人　申し込み／３月
６日(火)午前10時から中央図書館明
徳館河辺分館☎(881)1202
叙情歌を歌おう 思い切り声を出し
て歌いませんか。無料。直接会場へ。
日時／３月17日(土)午後２時30分
～３時30分　問い合わせ／河辺市
民サービスセンター☎(882)5171

母語が日本語以外のかたが対象で
す。日常会話や基本的な読み書き。
日時／毎週木曜日、午後６時30分
～８時　会場／ジョイナス(千秋)
受講料／無料(教材費実費)
●申し込み　秋田市日本語教室の佐
藤さん☎090-5442-9919

約32㌔の手作りみそができます。
日時／３月15日(木)・29日(木)、午
前９時～午後零時30分
集合場所／午前８時50分に河辺三
内にある岩見温泉駐車場　
参加費／各13,500円(材料費、たる
代、昼食など含む) 定員／各16人
●申し込み 河辺農産加工組合の加
藤さん☎(883)2711

ショルダーバッグを作ります。
対象／19歳以上　日時／３月22日
(木)午前10時～午後１時　会場／サ

ンライフ秋田(八橋南一丁目８-７)
受講料／3,000円　定員／20人
●申し込み　３月３日(土)午前10時
からサンライフ秋田☎(863)1391

４月８日(日)午後１時～２時、民俗
芸能伝承館(大町)で。教材費1,000
円程度。尺八をお持ちでないかたに
は塩ビ製の尺八を準備します。
●申し込み　都山流秋田県支部の長
野円山さん☎(862)3975

会場は秋田駅西口にあるフォンテ
AKITA７階のまちの駅あきた。参加
無料。直接会場へどうぞ。詳しくは、
まちの駅あきたへ。☎(836)4766
おはなしの会 心がほっこりなごむ
お話の会。３月17日(土)午前11時
～11時30分。当日は絵本の無料修
理も(午前10時30分～正午)。
折り紙教室 折り紙で桜を作りませ
んか。折り紙は会場にあります。３
月18日(日)午前11時～正午と午後
２時～３時の２回

パネル展示や職人の実演などでエコ
リフォームの知識を得よう。気仙沼
市民有志の復興意気込みブースも。
日時／３月10日(土)午前10時～午
後４時　会場／イオンモール秋田１
階セントラルコート(御所野)
●問い合わせ あきた安心リフォー
ム協議会の佐藤さん☎(865)1411

タップダンス、大正琴など。会場内
に東日本大震災被災地への義援金箱
を設置します。直接会場へどうぞ。
日時／３月11日(日)午後１時30分
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４月の第２日曜日は、春の全市一斉清掃の日(あきた・ビューティフル・サンデー)です。
町内で力を合わせ、地域の道路、側溝、公園などを清掃し、まちをきれいにしましょう。

●集めたごみは当日収集します。市指定のごみ袋(家庭
ごみ用・資源化物用のどちらでも可)に入れて、正午
まで町内の集積所へ出してください
●粗大ごみや家電リサイクル品は収集しません。不法投
棄されたタイヤやテレビなどは移動しないで環境都市
推進課へご連絡ください。放置自転車・車両は移動せ
ずに最寄りの交番へご連絡ください
●公園課が管理する公園を清掃した場合は４月９日(月)
以降に公園課へご連絡ください

●４月８日(日)は総合環境センターへごみを自己搬入す
ることはできません

側溝のフタ上げ機20台を
無料で貸します

土砂・泥は道路の端に

土のう袋をさしあげます

ごみは正午まで集積所へ

�春の一斉清掃…環境都市推進課☎(863)6632
�道路や側溝の土砂・泥の運搬、側溝のフタ上げ機の　
貸出…道路維持課☎(864)3643
�公園の清掃…公園課☎(866)2445

問
い
合
わ
せ

４月８日(日)は春春春のの全全市市一一斉斉清清掃掃

土のう袋が必要な町内は枚数を取りまとめ、町内会長
さん宛てに送った封筒を必ず持って、４月２日(月)から
６日(金)までに、各地域センター、東部・南部・北部公
民館、北部・西部・河辺・雄和市民サービスセンター、
岩見三内・大正寺連絡所、道路維持課(寺内字蛭根85-
９)へお越しください。

道路や側溝から出た土砂や泥は土
のう袋に入れ、交通の妨げにならな
い場所へまとめて置き、清掃終了後、
道路維持課へご連絡ください。土の
う袋には、ごみ、缶、ペットボトル
は入れないでください。市内全域の土砂や泥を収集し終
わるまでに数日かかりますのでご了承ください。

フタ付き側溝の清掃にフタ上げ
機(写真)を無料でお貸しします。
数に限りがありますので、お早め
に道路維持課へご相談ください。
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